
条
例
の
制
定
・
改
正

●
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
及
び
地
方
自

治
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

※
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整

理
す
る
も
の
。

●
南
丹
市
公
の
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
、
及
び
南
丹

市
移
動
通
信
用
施
設
条
例

の
一
部
改
正

※
南
丹
市
移
動
通
信
用
施
設

を
美
山
地
区
で
2
基
設
置

し
た
こ
と
に
よ
り
、
関
係

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
南
丹
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

※
人
事
院
勧
告
に
合
わ
せ
俸

給
表
・
扶
養
手
当
・
期
末

勤
勉
手
当
の
所
要
事
項
の

改
正
を
行
う
も
の
。

●
南
丹
市
社
会
体
育
施
設
条

例
の
一
部
改
正

※
社
会
体
育
施
設
の
利
用
時

間
及
び
利
用
料
金
を
改
正

す
る
も
の
。

●
南
丹
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

※
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
3
歳
に
達
し
た

翌
月
か
ら
義
務
教
育
就
学

前
の
被
扶
養
者
の
自
己
負

担
割
合
を
、
現
行
の
3
割

か
ら
2
割
に
改
正
す
る
も

の
。

●
南
丹
市
美
山
上
平
屋
火
葬

場
条
例
の
一
部
改
正

※
市
内
の
火
葬
場
利
用
料
金

と
統
一
す
る
も
の
。

●
南
丹
市
地
区
計
画
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
※
吉
富
駅
周
辺
地
区
地
区
計

画
を
都
市
計
画
決
定
し
地

区
整
備
計
画
区
域
に
つ
い

て
、
良
好
な
環
境
で
秩
序

あ
る
町
づ
く
り
が
実
現
す

る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

契
約
・
協
定
変
更
等

そ
の
他
の
議
案

●
南
丹
市
デ
ジ
タ
ル
防
災
行

政
無
線
施
設
整
備
工
事

（
そ
の
1
）
請
負
契
約
の

変
更

※
個
別
受
信
機
の
配
布
数

の
変
更
、
中
継
局
局
舎
の

構
造
変
更
等
に
伴
い
、

1
1
6
9
万
3
8
5
0
円

増
額
し
、
契
約
額
2
億

9
8
3
4
万
3
8
5
0
円

に
、
ま
た
、
工
期
を
平
成

20
年
3
月
25
日
に
変
更
す

る
も
の
。

●
平
成
19
年
度
準
用
河
川
板

野
川
総
合
流
域
防
災
事
業

に
伴
う
山
陰
本
線
吉
富
駅

構
内
山
田
川
橋
り
ょ
う
改

築
そ
の
他
工
事
の
協
定
変

更
※
工
事
費
の
確
定
に
伴
い
、
協

定
金
額
を
2
6
0
0
万
円

減
額
し
、
4
億
4
0
0
0

万
円
と
す
る
も
の
。

●
損
害
賠
償
額
を
定
め
和
解

す
る
こ
と
に
つ
い
て

※
旧
美
山
町
が
所
有
し
て
い

た
木
造
茅
葺
き
住
居
に
つ

い
て
、
美
山
ふ
る
さ
と
㈱

を
仲
介
人
と
し
処
分
し
た

が
、
買
主
か
ら
シ
ロ
ア
リ
被

害
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

が
あ
り
、
そ
の
額
を
定
め

和
解
す
る
も
の
。

●
南
丹
市
の
特
定
の
事
務
を

取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定

※
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
日

本
郵
政
公
社
の
民
営
化
後

は
地
方
公
共
団
体
が
指
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

事
務
を
取
り
扱
う
市
内
の

郵
便
局
を
指
定
す
る
も

の
。

●
南
丹
市
道
路
路
線
の
認
定

※
㈱
虎
屋
京
都
工
場
の
企
業

誘
致
に
伴
う
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
と
し
て
築
造
を

行
い
、
す
で
に
完
了
し
て
い

る
本
路
線
を
城
谷
口
線
と

し
て
認
定
す
る
も
の
。

●
南
丹
市
営
土
地
改
良
事
業

の
施
行

※
土
地
改
良
法
の
規
定
に
よ

り
、
八
木
町
池
ノ
内
地
内

の
土
地
改
良
事
業
を
施
行

す
る
た
め
、
議
決
を
求
め

る
も
の
。

陳
情
書
の
受
理

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創

設
に
伴
う
老
人
医
療
費
助

成
制
度
（
老
）
の
堅
持
、

拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

○
医
療
制
度
改
革
実
施
に
あ

た
っ
て
の
陳
情
書

○
療
養
病
床
削
減
・
廃
止
方
針

に
つ
い
て
の
緊
急
陳
情
書

○
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
義
務
化
に
関
す
る
緊
急

陳
情
書

《
陳
情
者
》

　
京
都
府
保
険
医
協
会

　
　
　
理
事
長
　
関
　
　
浩

○
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
採

択
を
求
め
る
陳
情

《
陳
情
者
》

　
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
理
事
長
　
森
　
　
良
太

○
社
会
福
祉
施
設
等
の
福
祉

人
材
確
保
対
策
の
具
体
化

と
充
実
を
求
め
る
意
見
書

採
択
に
つ
い
て
の
陳
情
書

《
陳
情
者
》

　
全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合

　
　
京
都
地
方
本
部

　
　
　
執
行
委
員
長

 

　
　
　
　
　
前
田
　
鉄
雄

要
望
書
の
受
理

○「
非
核
平
和
自
治
体
宣
言
」

に
つ
い
て

《
要
望
者
》

　
非
核
の
政
府
を
求
め
る

　
京
都
の
会

   

常
任
世
話
人
代
表

　
　
　
望
田
　
幸
男

　
次
の
方
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
　 

藤
井
日
出
夫

　
　
　（
日
吉
町
田
原
）

　
　
南
條
　
敏
子
　
　
　   

（
美
山
町
鶴
ヶ
岡
）

　
　
藤
原
　
良
恭
　
　
　

　（
美
山
町
大
野
）

　
人
事
案
件

【南丹市道路路線の認定議案】

賛成討論 

活緑クラブ       
松尾　武治 議員

　
議
案
第
1
1
5
号
南
丹
市

道
路
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
、

賛
成
の
立
場
で
討
論
を
い
た
し

ま
す
。

　
誘
致
企
業「
虎
屋
」は
、八

木
町
域
で
の
小
豆
の
栽
培
な

ど
、地
域
と
密
着
し
た
企
業
と

し
て
南
丹
市
が
誘
致
し
、既
に

工
場
の
建
設
も
進
み一
部
が
操

業
を
し
て
い
る
。

　
新
光
悦
村
の
工
業
団
地
で

も
同
様
に
、周
辺
道
路
の
整

備
、上
下
水
道
の
整
備
な
ど
を

行
い
、市
道
認
定
も
す
ま
し
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
、工
場
誘
致

事
業
は
、京
都
府
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、積
極
的
に
と
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で

あ
る
。

　
自
主
財
源
の
乏
し
い
南
丹

市
に
と
っ
て
、企
業
誘
致
は
市

の
将
来
に
向
け
た
投
資
と
し

て
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
議
案
は
、旧
八
木
町

が
進
め
た
工
場
誘
致
事
業
の一

環
で
建
設
し
た
道
路
を
市
道

に
認
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、税
収
増
に
よ
る
自
主
財
源

の
確
保
、雇
用
の
確
保
か
ら

も
、欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い

事
業
で
あ
り
、適
正
な
も
の
と

考
え
る
の
で
、賛
成
の
立
場
で

の
討
論
と
す
る
。

　
当
道
路
は
、幅
員
5
メ
ー
ト

ル
で
延
長
は
わ
ず
か
1
1
8・

3
メ
ー
ト
ル
の
路
線
で
あ
る
。

　
平
成
17
年
12
月
に
当
時
の

八
木
町
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

「
南
丹・京
丹
波
地
区
土
地
開

発
公
社
」が
、「
虎
屋
」生
産
工

場
用
地
約
2
万
平
方
メ
ー
ト

ル
と
進
入
路
用
地
1
8
3
0

平
方
メ
ー
ト
ル
を「
八
木
工
業

団
地
開
発
事
業
」と
し
て
一
体

の
も
の
と
し
て
先
行
取
得
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。「
虎
屋
」

誘
致
の
た
め
に
用
地
買
収
さ

れ
、道
路
が
造
ら
れ
た
経
過
か

ら
み
て
も
、工
場
の
敷
地
と
し
て

「
株
式
会
社
虎
屋
」へ
売
却
処

分
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
先
日
現
地
視
察
を
行
っ
た

が
、現
況
は
、市
民
生
活
上
何

ら
必
要
性
の
な
い
道
路
で
、

「
虎
屋
」の
た
め
の
専
用
道
路

と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。今
後

の
利
用
や
管
理
面
を
考
え
て

も
市
道
と
し
て
認
定
す
べ
き
で

な
い
。

　
ま
た
、当
道
路
建
設
に
は
税

金
8
2
5
3
万
円
が
投
入
さ

れ
て
い
る
。市
の
財
政
ま
こ
と

に
厳
し
い
折
、市
の
財
政
面
か

ら
み
て
も
市
収
入
確
保
の
観

点
か
ら
も
売
却
処
分
す
べ
き

で
あ
り
、市
道
と
し
て
認
定
す

る
こ
と
に
反
対
す
る
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
改
善
等
を

求
め
る
意
見
書
」
を
提
出

【
意
見
書
】

　
平
成
20
年
4
月
か
ら
、
独

立
し
た
新
た
な
医
療
制
度
と

し
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
実
施
さ
れ
る
。

　
こ
の
制
度
に
お
い
て
は
、

被
保
険
者
一
人
一
人
に
保
険

料
が
賦
課
さ
れ
る
が
、
こ
の

保
険
料
は
、
都
道
府
県
単
位

の
医
療
費
水
準
と
連
動
す
る

こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
人
口
構

成
に
占
め
る
後
期
高
齢
者
の

比
率
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、

保
険
料
に
よ
る
負
担
の
割
合

が
高
ま
る
仕
組
み
も
併
せ
て

導
入
さ
れ
た
。

　
一
方
、
後
期
高
齢
者
の
生

活
は
、
税
制
改
正
に
よ
り
税

負
担
が
増
え
る
な
ど
、
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る

中
、
原
則
対
象
者
全
員
が
保

険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

高
齢
者
に
新
た
な
負
担
が
生

じ
る
等
、
本
制
度
に
よ
る
保

険
料
の
負
担
は
大
変
重
い
も

の
と
な
る
。

　
　
　
　（
中
略
）

　
よ
っ
て
、国
に
お
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
に
過
重
な
負
担

を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
充
実
し
た
制
度
と
な
る
よ

う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特

段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
、
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
記

1
　
高
齢
者
が
将
来
に
わ

た
っ
て
、
適
切
な
負
担

で
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
観
点
か

ら
、
保
険
料
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

検
討
の
結
果
、
必
要
と

な
る
財
源
は
、
国
に
お

い
て
確
実
に
措
置
す
る

こ
と
。

2
　
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
保
険
料

の
軽
減
判
定
の
仕
組
み

に
つ
い
て
、
保
険
料
の

賦
課
方
法
と
整
合
が
取

れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

改
善
を
行
う
こ
と
。

3
　
地
域
や
特
定
の
診
療
科

の
医
師
不
足
を
解
消
し
、

地
域
間
の
医
療
格
差
を

是
正
す
る
た
め
に
、
財

政
措
置
を
含
め
た
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

4
　
後
期
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
新
た
な
診
療
報
酬

体
系
に
つ
い
て
は
、
必

要
か
つ
十
分
な
医
療
が

確
保
で
き
る
も
の
と
な

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

以
上

反対討論 
日本共産党・
住民協働
市会議員団
大西　一三 議員

　
厚
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
検
討
・
議
論
の
結
果
、
議
員
提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成

で
意
見
書
を
採
択
し
内
閣
総
理
大
臣
他
、
関
係
大
臣
へ
送
付
し
ま
し
た
。

㈱虎屋京都工場への進入路
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